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１． 研究課題 
本プロジェクト研究は，2014 年度から 10 年間に亘って行われた早稲田大学スーパーグロ

ーバル大学 (SGU) 創成支援事業「Waseda Ocean 構想」における理工系 3 拠点の一つ「ナ

ノ・エネルギー拠点」の研究成果を基盤として，その活動を SGU 支援期間終了後も継続する

ための研究面での受け皿として 2024 年度に設置したものである。2025 年度は前年度成果を

受け，次世代のエネルギー・ナノマテリアル研究が貢献しうる多様な社会課題に対し，ナノ・

エネルギー拠点の研究者が培ってきた国際的かつ高水準の研究活動を起点に，学内での若手

人材育成に係る多様な取組みを包含させながら，国内外の連携先との受託・共同研究の推進

や成果発信を継続的に展開した。 
具体的には，ジョイントスーパービジョンプログラム (JSP) に関する協定を締結している

大学の中で，高麗大，国立台湾大などとの若手・院生交流，ジョイントアポイントメント教員

や訪問教員の受入実績のある IMDEA，イタリア技術研，高麗大などからの教員等の受入れを

通して，これまでの SGU 活動と同等のアクティビティを継続しながら多様な国際共同研究を

推進した。さらに，JSP から博士学生共同学位プログラム (JD) への格上げが検討されてい

る国立台湾大や，新たな連携先として協議中のミュンヘン工科大などとの連携についても継

続的に協議し，研究の国際化を一層推進させた。これらの基礎研究活動に新たに理工総研の

場を活用した産学協同の枠組みを導入することで，社会実装を意識した展開をはかった。 
 

２． 主な研究成果 
2-1. JA，訪問教員等による国際的な教育・研究システムの維持と発展 

2025 年度は訪問教員（サンターナ大学院大（SSSA）（イタリア），ブリュッセル自由大（ベ

ルギー）），および短期招聘教員（モナシュ大（オーストラリア），ブリュッセル自由大，フリ

ンダース大（オーストラリア），アーヘン応用科学大（ドイツ）（2 回），グルノーブル・アル

プ大（フランス），国立台湾大（台湾），南チリ大（チリ），ミラノ大（イタリア），マレーシア

工科大（マレーシア））を受け入れて研究交流し，講演会・セミナーなどによる情報共有や実

験活動を行うと共に，将来的な共同研究の発足に向けて基盤となる成果を集積した。また，ジ

ョイントワークショップやシンポジウムなどの機会を捉えて教員・研究者を派遣・招聘（高麗

大・吉林大・早稲田大ジョイントシンポジウム（8 月 21-23 日（高麗大），早稲田大から教員

4 名，学生 5 名が参加），ボン大とのジョイントシンポジウム（10 月（早稲田大），3 月（ボン

大）））し，国際的な教育・研究システムの維持・発展に務めた。 

 
2-2. JD，JSP 等への発展を目指した海外大学等との連携 

ボン大および高麗大とのジョイントイベント開催時に，JSP 協定の更新や候補学生に係る



協議を実施した。また，テネシー大学との新たな連携開拓を目的として、協定に係る協議のた

め先方機関を訪問（2026 年 2 月）した。テネシー大学は当拠点とのこれまでの繋がりに加え，

PEP プログロム担当者である研究者も在籍しているため，今後の展開が期待できる。以上を

通して，共同教育・研究指導，今後の連携に関する意見交換などで成果を集積した。その他，

南チリ大などからの招聘教員と共同指導体制の枠組みについて議論した。 

 
2-3. 国際共同の成果 

JSP 制度等を通じて連携を発展させてきた協定大学（ボン大，国立台湾大，高麗大）の学

生を受け入れ，共同教育・研究指導を行うことで，JSP の枠組みによる共同指導や学位審査

等への学外指導者としての参画，共著論文の執筆指導などを通して，教育上の成果を挙げた。  
2025 年度は特に，高麗大（理学）との国際協働において JSP として受け入れた先方学生 2

名を筆頭著者とする国際共著論文の掲載，博論審査への学外レビューアとしての参加，博士

学位と並行した JSP 修了書の授与など，具体的成果を挙げることができた。これらは次年度

に早稲田大から高麗大への JSP 制度による学生派遣（2026 年 5 月より 3 ヶ月予定）等にも

つながり，強固な国際共同体制として定着している。 

 
2-4. 国際広報と成果発信 

共同シンポジウム開催（早大・高麗大・吉林大との協定ジョイントシンポジウムなど），ウ

ェブ媒体，早稲田オープン・イノベーション・フォーラム 2025 等を活用し，共同研究の成果

報告と情報交換，広報活動を行った。 
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４． 研究業績（研究代表者の業績のみ記載） 
4.1 学術論文 

 
1. S. Watanabe, T. Yano, Z. An, K. Oyaizu, “Aromatic Poly(dithioacetal)s: Spanning 
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10.1021/acsapm.5c03428 

 
4.2 総説・著書 
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4.5 学会および社会的活動 

 
1. 高分子学会超分子研究会, 第 37 期運営委員 

 
2. 高分子学会水素•燃料電池材料研究会, 第 37 期運営委員 

 
3. 高分子学会関東支部, 第 37 期常任幹事 

 
4. 日本化学会第 15 回化学フェスタ実行委員会, 実行委員 



 
５． 研究活動の課題と展望 

本プロジェクト研究では，SGU ナノ・エネルギー拠点がこれまで高い評価を得てきたこと

に基き，高い国際展開力を特色とした多様な国際共同研究を広範囲に継続推進した。一方，将

来のカーボンニュートラル社会実現に資する研究成果を「エネルギーとナノマテリアル」を

キーワードとして一般向けに分かりやすい形で示すことが今後の課題となっている。その方

策として，(1) ナノサイエンスからエネルギー・マテリアル，電力システムまで，エネルギー

とマテリアルに関わる新産業の創出に資する技術を提示すること，(2) 海外大学・研究機関，

企業等との新たな共同研究を開拓すること，(3) エネルギーに係る理工系若手人材養成に，

SGU の継続プログラムとして貢献すること，(4) 次世代のエネルギー技術を本学オリジナル

のナノ材料をもとに提示することなどが考えられ，今後具体的に取り組む。 
 

 


